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　　　　　　噂轍ヰ（F’η4／3PWE　－一（9）、t

　　こ⑱式のVMは欝先すきまに最良値（β）をあ仁えてお一”’　v

　いて，端面に攣良値をえらぶ場含のポゾブ劫i肇をあらわド
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薪灘賦を鰍甑秘をこP～・磁働雛舷嘉’hhら臨み側へも’　　　　　一・　“〉
　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

　t退を求める方1が容易である。そのηMとHとを（9＞，　rc入　v　どつて吐出されない
　　s　　　　　　i
　㌦れて6eMを求める．第6膣賦前述の供試潔ンプにkいす　　　量があり，それは回’　　　　　　　　　　　　　　　・「

　g　””葛計算結果であ　　　　　　　　　　　轄籔に鯛するので

　ac　のことをあらわし　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに傾斜のややゆ

　・ノ（いる・この歯車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’るい直線3によつて　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　ポソプで，ある流・　　　　　　　　　　　　　　　　　おきかえられる．こ

㌧　髄（v）を用謎’・あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　め3がじつざいの歯　　　　　　　　　　　　　　　ノ

∫・　〈ωに相営），規窟蕗6薗すきまの最良値とポンプ　　　ペき關係をしめしで
、∴揚程（h）でその動　の極大櫛（計算例）　　おり，ここまで姻
一．f一 ﾍ効牽をなゐべく大きくするには・この圖にしめすすき　　容はテでに考えてぎ　　　　　　　　　　　　　　　　i

　二　まをあ起えねばならない，そしてそのどきに邉しうる最　　　た通りである．

　・　燐摩は御示のようである・　　　　　一　　　　　　　　　しかし蜜験によれt　第7圖　歯軍潔ンナ転出量　　　ンで

きノこの圖の雛は鰍めポガ硬るカミつぎ獺商は一 @ばこの關齢あ翻　　雛の翻：　三
　v一　般的であるザ．　　　　　　　一　．、－J　　　　　　鱒籔まで成立つだけである．回韓をその限震以上にあげ

　　　　（i）ポゾプの動力動奪を叢大とするためのすきまは　　ても吐畠量は攣らなくなり飽和状態に達する．これはポ、

　　　朔・ωの大きいほど小さくなる・　　’　t　ン7の内部にキャ物ニシ・ソ生戯だ結果セ・そのこ
　　　，（ii）端面すきま噸先す融より／j・さく鮒ればな　1とはポノブ騨の吸込側哩力をみれぼはつ勧する・

　　もない．　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　じつさいのこの吸ス璽力は回輯藪の増加につ打て家第に二

　　　　（iii）蓮しうる最大辮は9’，、’YtUの大きいeeaectikb・　低下し吐腿が齢するにつれて・」定鐡こおちつくt．

　s　なるが，それは渦流係籔たよつて攣化する．　　　　　9　　ことがみとめられる・
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　　一一ポ醜脚プ痴ビテーシ・ン8）　一圏　辮黙の小さいほ9，よb鯛轍こおい碗和燵

一、　　ご蝦に流瞳の速さが壌せば歴力壱ま低下するが・≧くに
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∴　“ ｵ，混入した氣瞳めしめる膿積は堰す，また屡力が液濃
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．∴親當の蒸氣堅以下に下れば蒸獲がおこる・その結果とし

1．’ ﾄ，流れの内部≧くに機械の表面に接しでヂ氣薩と蒸氣
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．．“
@L Av一ショy－（Aeration）．ということもある．▽般に流
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罫1繧∴罷：管∬ヅ誉窺㍗穿ケ1：〕ジン量∴〕露讐
．　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

脈盤す織斌が糊れる．・’　S　－一　畷聯れが保燃るはずであb，し軽蠕濾燃芝
い　・　　．　　（Pa－一ρ2）／r＋U＝i（1＋al／d＋ζ）うi野29　　（11）　　’それナどけ吐出されるがらで，塑・しk一がつてこのような　・一

・　：’・ζヒに莇厳槽¢）液画に作用す謎九plは吸入管端　個轍で繭間が蒸魁が氣髄でで部占めちれる証と・㌧
　　　t”　　　　　　リ　　ヒ

∵味鞭の炉心から液醜での高さ・Zは購摩擦係勤　なる・・　　　　’　・　　　戸
・∴…tば肢入管長，4はその直脛，v2’　eiそゐ李均流速，ζは　　　　まtc吸入する液膣に混入ま≠こは溶解した状態で察氣を『　一

｛・’ ｬ鹸摩擦以外の損失係藪，9は重力の翻速度・ただし液・’ふ∫む場合には，より低黙のところへそれがくるとより　」’

＼∴歯⑫速度は纐してあ砂，勧影騨とにふく敵’大き嵯緩をし踊ようになるんた脚て鰹翻《1．・
．一黶@＋　あるとみでもよい．　・　　4t　　　　　　　　　　　　歯聞に取り去られる液量は前に考えた値より亀減少す．　㌧

　　　　’蜜験によればP2はある屡力以下にはなれない・しか　　　る．その減少量はポソプ内部の吸入塵力に相當しで墜氣
　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　・’い『 ｱ嘱加油嚥籟よりずつと高くなつている・c．／祝め禮灘あるから趣力岬雌面錨のふく
　　　　れをPe　lとおく∴流速b2の最大値は塵力Peのときに得　　　む塵氣量（混入したもタ）と溶解した亀の）およびポソプ内，汀
㍉

　　　　ら爺る．それをV2Mと蜜けば（11）から　　一、　　　　　部の吸入塵力がわかれば算定できるがs、この文ではそれt・、，
；、，

　　　　一　・（Pa／；P2）／γギπ＝（1十Zl／d十ζ）v2M2129　　（12）　　　には鯛れないこととする・’　　　　　　．　　・　　㌧

　　　　　流量の最大値QMは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　．

　　　　　　　　・lQMF（。！4）あ，M　　（・3）　8・結　ts　　　　、　．／
へとな6；　aと引≧は吸燐の繭こよつて臨その値　ご破蘭車ポソヲの雌を灘輝騨から騨岩
　　　　をあたえればv2Mし泥がつてQ2Mが定まゐ［λとζと　　　した，著者のこれまでの理論乖に實瞼研究をまとめた庵　・

　　　　はv2の函藪であるから，（12）はv2に關する方程式と　　　ので，つぎの事項から成つている・　　　　　　　　　　　”

　　　　なるが，’ここではかんfaんに，λとζとに推定値を用い　　　・、（1）歯車ポソプの流髄力學的特煙式を理論的にみち、t．’
　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　・るこ・ととするコ．　　、　　　　　　　　　　　　　　　びき實瞼によつてその一部をteしかめta・　　　　’　、

．：篤9騨蝋ポガについて辮をあナ・え囎果であ　（2）ポど瑠㈱ご導入すぺきであると・さき曙

　　　　　？　II　　　　　　　　　Xの提案しナ・渦流係籔の實騨を示し≠4・　＿’l

　　　　　　　　r．　　　£・論翻論繋騨述携壁鰍．
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）歯車ポソプにキャビデrションを護生した場合

　　　，i評　　　 ミ　欝嚢野齢鑛躍を禁糟ぜテ∵
　　　　　　＼罫漏　　　　　　　　　　以上の各獺ぱこの研究によつて明らかになつたもの

　　　　　　　　襯書　　　　　　　で・網群細の問喰せ綬をナているものもあ翻！

　　　　　　藩　　 ’t騨むなくその騨述騨1∵㌣
　　　　　　　　漸　　　　　　　　　　、）宮漸軋，本辮轟蝶葺諜號（昭16）38盆．，、’，
　｝

　　　　　　　・襯　　　　　　　　鋸毒純黒蜷，獺24．、2），旗　i　　・

　　　　　　　　　紹o　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萄分回転数　　’

　　，　　　　e　ca－一鹸一一t

　　　　　　　　　　第9圓　實例に封する計算例　　　　　一UL
「　　　　せ　　　　　　f

・　る．とくに實線はPe＝　185　mmHg　abs・とした場合，破

r　、、線はPe＝OmmHg，　abs・の場合をしあす．ζ＝5，10は

　　　　球形辮の存在を考慮したものである．これよけ抵抗係藪
∴　　　の小さいほど限度は高くなることがわかる．まfOいうま

　・　　でもなく限度は破線を超えることはない．
　　　r’　　　　　　　　　　　　　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

、イ　　　限界に相當ずる回轄藪は圖から讃みとることができ

一“@　る．痢韓藪がこの限界を超す場合にはどうなるか．實験

’，　結果では一定の吐出量におちついている，その¢とは麩
F　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s、a

／’ Dカの飽和することがら當然と考えられる．すなわち吸入

織∵側嘔力茄敷あるかぎ6出騰蜘・塊ても淀
ボ譜　　＿　　・　ザノ　　　　．’　／　　　　　　　　　　　　　　t
　　ま　　　　　the　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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・） [欝誰資灘羅騨機械學愈第・7期融．
5）　宮津純，向芽員澄，太佃英一，日木機械學會第26期定蒔綴禽講演　　’

　會において講演（昭24－4）　　　、　　　　　　　、　、

　鱒紘内曄夫繭畷界日本撒讐箪2瑚定醐鎌演　v・
　會肪いて講趨（“e　－25－4）

　宮津麺野阪理男・昧徽繍第％雛燃會講演鉢瓢’てt
　講演　（昭　26－4ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

の　3）および日本機械學會論交集垂7巻56號（昭26）36頁　　　　　　、
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8＞宮津純，日本楓械學會キヤピテーションに關する座談PttCkU’て講
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